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石川理紀之助翁による宮崎県都城市山田地区で
の農業指導がきっかけとなり、潟上市では平成２２
年から両市の学校間の相互交流を続けてきました。
昨年度は、都城市立山田中学校、山田小学校、

中霧島小学校、木之川内小学校から計９名の児童
生徒が令和５年７月１３日～１５日に潟上市を訪問
し、羽城中学校、大豊小学校、飯田川小学校、潟上
市内３中学校の生徒会執行部や地域の方々と交流
を図りました。

今年は１２月１２日（木）～１４日（土）までの２泊３
日の日程で、本市３中学校からそれぞれ３名ずつ、

計９名の生徒が都城市を訪問し絆を深めてきます。
本校からは、生徒会の代表３名が参加することに
なっており、すでに向こうでの学校紹介のための準
備等を進めています。
昨年、潟上市で開催された県種苗交換会の期間

中に、ブルーメッセの敷地内に石川翁の銅像が建
立されました。今も、その精神は人々の心の支えと
なって、潟上市と都城市を繋いでいます。

この交流を機に、石川翁の業績や教えを振り返り
ながら、今の私たちの生活を見直すことができれば
と考えています。

天地の御恩を忘するべからず。

正直と礼を正しくすべし。

父母を始め凡て老人を大切にすべし。

学校紹介のプレゼンの一部



11月６日(水)の休み時間、給食室からの火 11月14日(木)、新生徒会執行部初の大行事、

災を想定した避難訓練が行われました。湖東 「令和６年度後期生徒総会」が行われました。

地区消防署の方々にも来ていただき、避難ル ○○○○会長あいさつのあと、執行部や各専

ートの確認や、消火器の使い方のアドバイス 門委員長・学年委員長からの活動案が全校生

をしていただきました。生徒たちは煙道体験 徒に提案され、討議が行われました。議案に

を通して火事の恐ろしさを実感したようです。 ついては、事前に各委員会等で十分検討して

いつ、誰の身に起こってもおかしくない災害 いましたが、さすがに全校生徒の前での発表

への訓練に、真剣に向き合うことの大切さを に、緊張した様子も見られました。各クラス

確認するよい機会となりました。「自分の身 からの質問に堂々と答える姿から、これから

は自分で守る」ことが第一です。日頃から、 の羽城中生徒会をリードしていくみなさんの

様々な災害の情報などをつかみ、想定・準備 意気込みが感じられました。

をし、危険を回避する力を付けてほしいと思

います。

＜生徒の振り返りから＞
○煙の中を通るとき、手の届く距離までしか視
認できなかった。本当の火事の時は、パニッ
クになって正常な判断ができなくなると思う
ので、煙の中がどのような感じなのか知れ
てよかった。

○煙の中を通って、前が見えない怖さが分か
りました。火事はいつ、どこで起こるか分か
らないので、もし起きた時には冷静に安全
な場所に避難したいと思います。

○煙の中にいると全く前が見えなくてとても不
安になりました。改めて煙の恐ろしさを実感
しました。実際に火事が起きたら避難距離
も長く感じられると思うので、落ち着いて判
断しようと思いました。

○消火器は風下で使用すると火が自分に向
かってくるので、風の方向を考えて使用する
ことを学びました。また、消火するときは火の
根元をねらうということも学びました。

友だちの活躍
◆男鹿潟上南秋中体連栄光賞
相撲男子個人
個人選手権、１年の部
県総体１位、東北大会１位
１年 ○○ ○○

柔道男子個人66㎏級
県総体１位、東北大会３位
２年 ○○ ○○

◆2024年度県空手道連盟秋季昇段昇級審査会
１級
２年 ○○ ○○

４級
１年 ○○ ○○
１年 ○○ ○○
２年 ○○ ○○

６級
１年 ○○ ○○

後期生徒総会自分の命を守る



友だちの活躍

◆第87回秋田県書道展

半紙の部

１年 ○○ ○○ 三等

１年 ○○ ○○ 三等

２年 ○○ ○○ 一等

２年 ○○ ○○ 一等

２年 ○○ ○○ 二等

２年 ○○ ○○ 二等

３年 ○○ ○○ 二等

３年 ○○ ○○ 二等

条幅の部

１年 ○○ ○○ 三等

２年 ○○ ○○ 二等

２年 ○○ ○○ 褒状

３年 ○○ ○○ 二等

◆秋田県中学校秋季体育大会

【柔道男子】

〔団体〕

１回戦 ●羽城 ２－３ 山王○

〔個人〕

第１位 ２年 ○○ ○○(73㎏級)

第２位 ２年 ○○ ○○(90㎏超級)

【柔道女子】

〔団体〕 ベスト８

１回戦 ○羽城 ２－１ 飯島●

準々決勝 ●羽城 １－２ 男鹿東○

〔個人〕

第３位 ２年 ○○ ○○(44㎏級)

第３位 ２年 ○○ ○○(48㎏級)

【剣道男子】

〔団体〕

予選リーグ ○羽城 ２－１ 岩城●

(本数)○羽城 １－１ 城南●

決勝トーナメント１回戦 ●羽城 ２－２ 横手明峰○

【剣道女子】

〔団体〕ベスト８

予選リーグ ○羽城 ２－０ 城南●

○羽城 １－０ 湯沢南●

準々決勝 ●羽城 １－３ 二ツ井○

◆令和６年度健康生活推進顕彰児童生徒

３年 ○○ ○○ ○○ ○○

◆石川翁顕彰短歌大会

最優秀賞 ２年 ○○ ○○

優秀賞 ２年 ○○ ○○ ○○ ○○

入 選 ２年 ○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○

◆第22回きみまち杯柔道大会

中学生男子団体の部 優勝

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○

中学生女子個人の部 準優勝

２年 ○○ ○○

最優秀選手賞

２年 ○○ ○○

◆令和６年度男鹿市潟上市南秋田郡中学校

女子親善バレーボール大会兼第24回稲村杯

第３位

予選リンク戦

●羽城 ０－２ 秋田東○

○羽城 ２－０ 男鹿東●

準決勝 ●羽城 ０－２ 天王○

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○

◆第17回吉澤耕治杯兼第35回田沢湖カップ

中学校女子バスケットボール大会

準優勝

予選Ｄリーグ

○羽城 76－11 生保内・中仙・協和●

○羽城 86－13 秋田南●

準決勝 ○羽城 65－51 秋大付●

決勝 ●羽城 49－89 大曲○

○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ○○

優秀選手賞

２年 ○○ ○○

優良選手賞

１年 ○○ ○○



11月20日(水)、１年生を対象に「ＳＯＳの 11月22日(金)、２年生を対象に「認知症サ

出し方講座」を行いました。これは「悩みを ポーター中学生養成講座」が行われました。

抱えたときの対応の仕方」を学ぶ学習です。 この講座は、認知症の人やその家族が、住み

当日は、潟上市子育て応援課の職員が来校し、 慣れた家庭や地域で生活できるよう認知症に

「命のはじまり」「思春期の体と心の変化」「ス ついて正しい知識を身に付け、地域社会全体

トレスへの対処方法」等について、講話をし で認知症の人の生活を支える取組として行っ

ていただきました。生徒たちは「自分自身の ているものです。当日は、潟上市地域包括支

つらい気持ちへの対処方法」「友人がつらそ 援センター職員を講師に迎え、「認知症とは

うなときの対応」などについて仲間と一緒に どういう病気なのか」「認知症の人をどう支

考えました。学習後には、多くの生徒が自分 援したらよいか」「認知症サポーターとは」

の心のＳＯＳだけでなく、仲間の心のＳＯＳ など、認知症についてロールプレイングを交

にも気付き、上手に対応していきたいという えながら学びました。中学生が認知症の人の

感想をもちました。悩みを抱えたときには、 介護や具体的な支援をすることは難しいこと

一人で悩まずに「私の話を聞いてください」 ですが、今回の講座で認知症について正しい

と誰かに伝える勇気をもち、行動することが 知識を身に付けることができたのではないか

大切です。 と思います。

12月の主な行事予定 12日(木) 都城市との交流事業～12/14

１日(日) 部活動休止日 15日(日) 部活動休止日

２日(月) Ⅲ期時間割開始～3/21 18日(水) 部活動休養日
教師ミニミニ体験～20日

４日(水) 部活動休養日
21日(土) 県アンサンブルコンテスト中央地区大会

５日(木) １、２年生県学習状況調査
25日(水) 冬休み前全校集会 部活動休養日

６日(金) 学校保健・安全委員会
26日(木) 冬季休業～1/13

７日(土) 数学検定②
27日(金) 学校閉庁日～1/4

10日(火) 生徒会各委員会
31日(火) 大晦日

11日(月) 職員会議 部活動休養日

認知症サポーター養成講座ＳＯＳの出し方講座


